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12月4日、アトム保育園で一足早い

クリスマス会が行なわれました。大好
きなおじいさん、おばあさんと一緒の
クリスマス会は、子どもたちをとびつ
きりの笑顔にしてくれました。サンタ

クロースからのプレゼントをいただく

頃にはクリスマス会も最高潮に達しま
した。

ごば
おじいさん諺おばあさんと

一緒のクリスマス会
、 ノ
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【
市
浦
村
褒
章
受
賞
式
ワ

平
成
十
五
年
度
市
浦
村
褒
賞
受
賞

式
が
十
一
月
三
日
青
森
あ
す
な
る
ホ

ー
ル
市
浦
で
行
な
わ
れ
、
受
賞
者
を

含
む
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

騨 i‘・

開

泌
績
と
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力
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た
え
ら
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し

で
永
年
に
わ
た
り
、
村
の
発
展
の
為

に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
方
々
に
対

し
表
彰
を
行
な
う
も
の
で
す
。

今
年
度
は
工
藤
誠
一
郎
さ
ん
、
柏

谷
美
智
雄
さ
ん
、
桑
野
邦
夫
さ
ん
、

木
村
マ
リ
子
さ
ん
（
授
賞
式
は
欠
席
）
、

中
島
成
雄
さ
ん
、
梶
浦
武
也
さ
ん
、

佐
藤
輝
治
さ
ん
、

〃

』
向

や
Ｌ
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潔

７
い
ふ
■
■

刈
干

、
翫
心

い

り

尋
〆
必
》

口
■

屯

や
銅
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一
両
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言
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程

工
一
噴
叩

0

■■
『

』

佐
藤
秀
昭
さ
ん

の
八
名
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

始
め
に
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
の

功
績
が
紹
介
さ

れ
、
高
松
村
長

か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し

た
。

高
松
村
長
は

「
皆
様
の
永
年

に
亘
る
献
身
的

な
努
力
と
そ
の

功
績
に
対
し
、

村
民
の
皆
様
と

共
に
深
く
敬
意

を
表
す
る
と
共

に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
良
き
指
導
者
と

し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
の
柏
谷
美
智
雄
さ
ん

が
「
本
日
の
受
賞
に
対
し
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
受
賞
で
き

た
の
は
、
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
今
後
も
日
々
昇
進
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

臨
席
し
た
関
係
者
が
、
受
賞
者
に

祝
福
の
言
葉
と
温
か
い
拍
手
を
送
り

地
道
な
努
力
と
業
績
を
た
た
え
ま
し

た
。囮

工
藤
誠
一
郎
さ
ん

市
浦
村
一
般
職
員
を
六
年
間
、
市

浦
村
議
会
議
員
を
通
算
四
期
及
び
市

浦
村
助
役
を
通
算
五
期
勤
め
、
四
十

数
年
に
亘
り
そ
の
職
務
に
精
励
し
、

常
に
研
鑛
に
努
め
、
地
方
自
治
の
振

興
に
限
り
な
く
貢
献
さ
れ
た
。

圃
柏
谷
美
智
雄
さ
ん

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
に
市
浦
村

選
挙
管
理
委
員
に
選
任
さ
れ
、
同
委

員
長
を
十
八
年
間
、
北
五
先
駆
四
選

挙
管
理
委
員
会
連
合
会
長
を
八
年
間

務
め
る
。
二
十
二
年
間
の
永
き
に
亘

り
、
一
貫
し
て
選
挙
管
理
行
政
に
携

わ
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

囮
木
村
マ
リ
子
さ
ん

昭
和
三
十
九
年
以
来
三
十
八
年
余
、

市
浦
村
職
員
と
し
て
、
そ
の
職
務
に

精
励
し
、
常
に
研
鑛
に
努
め
、
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

囮
桑
野
邦
夫
さ
ん

昭
和
三
十
九
年
以
来
三
十
九
年
間
、

市
浦
村
職
員
と
し
て
、
そ
の
職
務
に

精
励
し
、
常
に
研
鑛
に
努
め
、
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

囹
中
島
成
雄
さ
ん

昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
二
十
七

年
間
に
亘
り
、
十
三
書
道
会
を
主
宰

し
、
毎
週
土
曜
日
地
区
内
の
児
童
生

徒
及
び
成
人
に
無
償
で
書
道
並
び
に

作
法
等
を
指
導
し
続
け
て
お
り
、
市

浦
村
の
社
会
教
育
の
振
興
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

圏
梶
浦
武
也
さ
ん

高
校
時
代
は
や
り
投
げ
種
目
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
山
梨
国
体

（

出
場
を
果
た
し
、
現
在
は
、
市
浦
村

体
育
協
会
に
所
属
し
、
青
森
県
民
体

育
大
会
陸
上
競
技
村
の
部
男
子
百
メ

ー
ト
ル
に
お
い
て
十
二
連
覇
を
達
成
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
市
浦
村
の
社

会
体
育
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

囮
佐
藤
輝
治
さ
ん

昭
和
六
十
一
年
三
月
市
浦
村
農
業

委
員
に
選
任
さ
れ
て
以
来
十
七
年
余
、

地
域
の
農
業
者
の
よ
き
相
談
相
手
、

世
話
役
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、

農
業
生
産
の
増
進
、
農
業
経
営
の
合

理
化
に
取
り
組
み
、
認
定
腱
業
者
、

担
い
手
へ
の
農
業
の
利
用
集
積
を
積

極
的
に
図
る
と
共
に
、
優
良
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
を
推
進
し
、
農
業

者
の
所
得
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

囮
佐
藤
秀
昭
さ
ん

昭
和
四
十
一
年
五
月
十
二
日
、
市

浦
村
消
防
団
員
拝
命
以
来
三
十
七
年

の
永
き
に
亘
り
、
消
防
人
と
し
て
有

事
災
害
時
に
お
い
て
、
自
ら
率
先
し

て
出
動
し
、
果
敢
な
る
消
防
活
動
を

展
開
し
、
幾
多
の
災
害
の
被
害
を
最

小
限
度
に
食
い
止
め
、
地
域
の
財
産
、

生
命
等
民
生
の
安
全
に
努
め
て
き
た

功
績
は
大
き
い
ｃ

現
在
は
、
永
年
の
豊
か
な
知
識
と

経
験
を
基
に
分
団
の
指
揮
及
び
団
員

の
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
。
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●
多
く
の
方
々
の
支
援
に
感
謝

長
い
間
、
市
浦
村
の
行
政
や
、
議

会
に
か
か
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
や
、
ご
指
導
に
負
う
と
こ

ろ
の
も
の
で
す
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
、
市
浦
村
を
含
む
四

町
村
は
合
併
の
た
め
に
大
変
な
苦
労

と
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
こ
の

町
村
合
併
に
伴
っ
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
も
同
時
合
併
の
方
針
で
進
ん
で

お
り
ま
す
。
わ
た
し
も
市
浦
村
社
会

福
祉
協
議
会
を
預
か
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
四
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の

相
互
信
頼
を
深
め
な
が
ら
事
に
当
た

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

禍
Ｆ
、
Ｌ
ｆ
ｆ
ｆ
６
Ｆ
Ａ
為
１
月
１
月
Ｉ
ｈ
ｒ
ｈ
Ｆ
Ａ
品
１
倉
Ｆ
ｈ
ｆ
ｆ
ｆ

冨
圃
回
園

儲

闘
一

一今
‐

ざ
工藤誠一郎さん柏谷美智雄さん

●
側
面
か
ら
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

多
く
の
人
た
ち
の
側
面
か
ら
の
協

力
が
目
に
見
え
て
あ
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
二
十
二
年
間
も
や
っ
て
こ
ら
れ

た
。
残
さ
れ
た
期
間
も
精
一
杯
頑
張

る
つ
も
り
で
す
。

晶
於
～
魚
侮
、
＆
価
卜
の
Ｆ
Ａ
代
８
９
陣
ｌ
も
、
～
舎
允
～
戦
侮
１
分
ｐ
ｂ
嘩
偽
ト
タ
侯
１
２
か
１

●
素
晴
ら
し
い
上
司
、
先
輩
、
良
き

仲
間
と
の
巡
り
合
い

三
十
九
年
の
在
職
期
間
中
、
「
日

本
海
中
部
沖
地
震
の
発
生
」
や
「
役

場
庁
舎
の
全
焼
」
な
ど
、
そ
の
時
々

の
思
い
出
や
印
象
深
い
こ
と
は
沢
山

あ
り
ま
す
。

「
村
勢
要
覧
の
レ
コ
ー
ド
化
」
公

設
民
営
と
い
う
市
浦
方
式
で
誘
致
し

た
「
津
軽
テ
ク
ニ
カ
」
、
「
十
三
湖
中

の
島
ブ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
構
想
」
や

「
安
東
文
化
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
、

東
北
・
北
海
道
で
は
初
め
て
指
定
を

受
け
た
「
山
村
地
域
資
源
高
度
活
用

促
進
モ
デ
ル
事
業
」
、
「
健
康
増
進
施

設
「
し
～
う
ら
ん
ど
」
の
建
設
計
画

等
、
当
村
の
地
域
作
り
と
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
の
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
仕
事
に
関
わ

銭謹鶏

篭憲
lh
4

舞釜

邦夫さん桑野

ら
れ
た
事
は
、
素
晴
ら
し
い
上
司
、

先
裁
と
良
き
仲
間
に
め
ぐ
り
合
え
た

お
か
げ
で
あ
り
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

’
１
１
１

●
住
民
に
支
え
ら
れ
て

長
い
間
、
村
に
お
世
話
に
な
っ
た

の
は
自
分
の
方
で
、
と
て
も
村
褒
賞

の
対
象
に
値
す
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
。
住
民
の
人
た
ち
に
支
え
ら

れ
た
三
十
八
年
間
で
し
た
。

１
１

●
子
ど
も
達
の
元
気
が
励
み
に

私
が
教
え
る
と
い
う
よ
り
、
む
し

ろ
子
ど
も
達
の
ほ
う
か
ら
教
え
ら
れ

る
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
で
す
。

ま
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
沢
山
の
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
が
続
く
限
り
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繊瞬熱

…'』

木村マリ子さん中烏 成雄さん

●
連
覇
の
記
録
に
挑
戦

今
回
の
受
賞
は
、
今
後
の
励
み
に

な
り
ま
す
。
県
民
体
育
大
会
で
は
、

村
の
代
表
と
し
て
出
場
し
て
い
る
の

で
「
負
け
ら
れ
な
い
」
と
気
合
が
入

り
ま
す
。
連
覇
の
記
録
に
挑
戦
し
続

け
ま
す
。

＃●
農
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に

今
回
の
受
賞
は
少
し
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。
自
分
と
し
て
は
何
も
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

も
う
こ
ん
な
に
月
日
が
経
っ
た
の
か

と
驚
い
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
を
何
度
も
辞
め
よ
う
か

な
と
思
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

続
け
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
先
も
農
業
経
営
の
安
定
の
た
め

に
努
力
を
し
ま
す
。

命
侯
２
澄
詑
１
０
を
Ｆ
１
曵
侭
１
身
㈹
１
貞
托
、
卜
碕
１
６
孔
１

、

へ壷

￥

轍
ノ

2

》自
粛
Ｆ
１
０
ｅ
切
角
も
ｆ
●
宅
ハ
ー

一

梶浦武也さん佐藤 輝治さん

●
住
民
の
安
全
の
た
め
に

今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
し

て
い
る
だ
け
で
す
ｃ
今
後
も
で
き
る

だ
け
、
住
民
の
安
全
の
た
め
に
頑
張

る
つ
も
り
で
す
。

秀11召さん佐藤
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男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
最
近
よ

く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
が
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

十
一
月
十
一
日
㈹
市
浦
村
役
場
第

二
会
議
室
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｖ
ｉ

ｃ
ウ
ー
マ
ン
（
魅
力
あ
る
農
林
水
産

業
・
農
山
漁
村
づ
く
り
を
効
果
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
で
活

動
し
て
い
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
認
定

し
た
も
の
）
四
人
を
含
む
関
係
者
十

一
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
農
山
漁
村
女
性
の
施

策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
参
画
と
女

性
能
力
活
用
の
場
の
拡
大
、
次
世
代

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
な
あ
に

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
談
会
行
わ
れ
る

女性の感性も必要と述べる市浦村長

の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
関
す
る

支
援
等
を
行
い
、
女
性
と
男
性
が
共

に
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
市
浦
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
は
ど
れ
く
ら
い
進
ん

で
い
る
の
か
懇
談
会
の
様
子
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
は

村
長
咽
何
ら
か
の
審
議
会
等
の
委

員
へ
女
性
を
お
願
い
し
て
も
忙
し
い

と
断
ら
れ
る
。
民
生
委
員
な
ん
か
は

十
五
人
中
九
人
が
女
性
で
あ
る
。
男

性
の
感
性
だ
け
で
な
く
女
性
の
感
性意見を述べるVIcウーマン

も
必
要
で
あ
る
。

工
藤
富
子
さ
ん
》
水
稲
は
主
人
の

担
当
で
ト
マ
ト
は
私
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
ト
ー
サ
ム
友
の
会
に
も
入
会

し
直
売
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
や
っ
て
い
て
も
女
は
常
に
蕊

方
だ
な
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

三
浦
さ
ゑ
子
さ
ん
韮
経
営
者
の
主

人
に
従
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
今

年
の
四
月
か
ら
長
男
も
就
農
し
て
い

る
私
は
八
年
前
か
ら
労
働
報
酬
を
も

ら
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
家
計
費

に
ま
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
報
酬
を

も
ら
っ
て
い
る
と
や
り
が
い
が
あ
る
。

ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
を
取
り
入
れ
新

し
い
農
業
を
目
指
し
て
い
る
。
後
継

者
も
居
る
し
、
農
業
は
楽
し
い
も
の

だ
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

三
和
眞
智
子
さ
ん
》
直
売
活
動
や

ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
に
参
加
し
と
て

も
い
き
い
き
活
動
し
て
い
ま
す
。
村

全
体
が
い
き
い
き
と
な
る
よ
う
村
づ

く
り
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

三
和
敬
子
さ
ん
《
嫁
い
だ
頃
は
、

農
業
に
対
し
興
味
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
ト
マ
ト
栽
培
を
や
っ
て
か
ら

は
農
業
が
楽
し
く
な
っ
た
。
ト
マ
ト

の
ハ
ウ
ス
に
行
く
の
は
一
人
で
も
寂

し
く
な
い
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
で
気

分
転
換
し
、
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る
。

村
長
》
Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
に
名
前

を
貸
し
た
だ
け
と
い
う
気
持
ち
は
捨

て
て
欲
し
い
。
私
は
、
み
な
さ
ん
を

平
成
十
五
年
十
一
月
十
一
日
市
浦

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
関
係
者
約
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

平
成
十
六
年
度
設
置
予
定
で
あ
る

保
健
セ
ン
タ
ー
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
活
動
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
講
演
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
住
民
福
祉
課
の
奈
良
副
参

事
が
行
い
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
歯
科

保
健
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
述
べ
、

併
設
さ
れ
る
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー
が

有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
と
結
び

ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
事
業
表
彰
は
次
の
と

お
り
で
す
。

囮
三
歳
児
健
診
む
し
歯
ゼ
ロ
児
表
彰

櫛
引
凌
介
、
小
寺
博
斗
、
和
久
真

澄
、
岩
村
克
則
、
三
和
琴
乃
、
豊
島

秀
仁
、
小
野
海
琴
、
山
田
翔
大
、
梶

み
て
す
ば
ら
し
い
Ｖ
ｌ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン

だ
と
思
っ
て
い
る
。
わ
が
村
の
農
業

の
夜
明
け
で
あ
る
。
皆
さ
ん
は
村
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
す
ご
い
活
動
を

し
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
る
。
だ
か

ら
自
信
を
も
っ
て
活
動
し
て
欲
し
い
。

柏
谷
支
店
長
華
昭
和
六
十
二
年
頃

健
康
へ
の
思
い
新
た
に

第
三
十
四
回
市
浦
村
共
同
保
健
・
医
療
・
福
祉
計
画
会
議

浦
渚
、
佐
藤
来
未
、
古
川
隆
太
、
島

津
希
沙
良

圏
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
表
彰

○
七
年
Ⅱ
山
内
憲
夫
（
相
内
）

○
五
年
Ⅱ
佐
藤
ア
イ
．
（
相
内
）

○
四
年
Ⅱ
若
山
道
晴
（
十
三
）

葛
西
三
郎
（
磯
松
）

○
三
年
Ⅱ
石
井
文
江
（
桂
川
）

相
坂
照
衛
（
十
三
）

加
福
忠
厚
（
十
三

○
二
年
Ⅱ
井
村
光
弘
（
相
内
）

植
野
喜
代
美
（
太
田
）

米
谷
了
冶
（
十
三

工
藤
好
文
（
十
三
）

笹
山
勝
（
脇
元
）

○
一
年
Ⅱ
渡
辺
文
昭
（
相
内
）

三
和
徳
籏
（
相
内
）

小
笠
原
康
仁
（
相
内
）

越
野
清
志
（
桂
川
）

丸
山
永
雄
（
太
田
）

後
藤
美
津
子
（
太
田
）

奈
良
新
一
（
太
田
）

は
ト
マ
ト
の
研
修
会
を
開
催
し
て
も

男
性
だ
け
の
出
席
で
あ
っ
た
。
現
在

は
女
性
の
出
席
率
が
高
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

市
浦
村
で
は
今
後
も
男
女
共
同
参

画
推
進
の
た
め
に
懇
談
会
を
続
け
て

い
く
方
針
で
す
。
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金
木
地
区
防
犯
指
導
隊
市
浦
支
隊

（
会
長
卵
成
田
武
司
）
が
防
犯
思
想

の
普
及
と
犯
罪
の
予
防
に
尽
力
し
地

域
社
会
の
安
全
の
確
保
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
を
認
め
ら
れ
功
労
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

市
浦
支
隊
は
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
、
長
期
休
み
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

祭
り
期
間
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
学
校

訪
問
、
防
犯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等

積
極
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

八
木
澤
良
（
十
三
）

三
橋
ち
せ
（
十
三
）

伊
南
武
吉
（
磯
松
）

工
藤
理
一
（
脇
元
）

葛
西
茂
紀
（
脇
元
）

佐
藤
貞
作
（
脇
元
）

圏
献
血
功
労
感
謝
状
贈
呈
者

○
八
十
回
以
上

竹
谷
泰
一
（
脇
元
）

八
十
回

○
六
十
回
以
上

小
寺
裕
子
（
脇
元
）六

十
六
回

○
五
十
回
以
上

有
馬
敦
（
十
三
）

五
十
回

○
十
回
以
上

地
域
安
全
活
動
が
認
め
ら
れ

金
木
地
区
防
犯
指
導
隊
市
浦
支
隊
が
功
労
當
受
富

；
…
”
理 村

上
の
ぞ
み

テ

騨 奪
琴

ｰ
勺

Z一二

墾I
一一

ユ

十
三

十
二
回金木地区防犯指導隊市浦支隊のみなさん グループワークでは活発な意見がとびかいました

「
』q 確定申告説明会のお知ら説 せ明

税務署では、下記の日程で確定申告書や収支内訳書の記載についての説明会を開催します。

,薗霞壽繰鰯得害邇た錘ぬり職陶識書･宇噴書俸艤銃圖窒
ドー‐.‐、

闇

‘_謬瀦粥_・鋼

◎営業所得者対象説明会（主たる所得が営業所得の方）

開催年 月 日 開 始 時間

平成16年1月29日附午前10時と午後1時30分の1日2回

平成16年1月30日（金）午前10時と午後1時30分の1日2回

平成16年2月3日㈹午前10時と午後1時30分の1日2回

会

木造町「松の館」

中里lllj.「パルナス」

五所川原市「オルテンシア」

場

◎農業所得者対･象説明会（主たる所得が農業所得の方）

会

JA木造町本所

五所川原市「オルテンシア」

場始
一
約
伽

場所

時30分の1日2回

時30分の1日2回

開催年月日

平成16年2月2日（月）

平成16年2月4日伽

開

午前10時と匂

午前10時と4

※お持ちいただく書類は、営業・農業とも、あらかじめ送付されている書類と筆記用具です。

やr訂謬
腰晩・』

ザ‘：､今
叱込

凸＝

灘~…｜
ク2発

も

・も

：
L●ヨ .【

一|蕊豹澪溌爾縁養翰ため鋤噸告書作繊説鯛会
(収入が公的年金のみの方）

｜開始時間
|午前10時と午後2時の1日2回’

会

五所川原市「中央公民館」

場開始年月日

平成16年2月5日(洞

’健宅借久金等特別控綜串告のための申告書作成説明
令
室 §

■

(収入が給与所得のみの方で、平成15年中に住宅等を取得した方）

場会

五所川原市「中央公民館」

五所川原市「中央公民館」

開始場所

午前10時と午後2時の1日2回

午前10時と午後2時の1日2回

開催年月日

平成16年2月6日鰯

平成16年2月9日(月）

F上記説明会についてのお問い合わせ先五所川原税務署面ｽ課税第-部門恋0173-34-3152al



広譲らうら (6)

ー

早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
あ
と
わ

ず
か
。
こ
の
年
の
瀬
、
忘
年
会
に
ク

リ
ス
マ
ス
、
そ
し
て
お
正
月
と
何
か

と
忙
し
い
で
す
ね
。
海
遊
館
も
先
日

中
の
島
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
会
員
の
皆
様
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
皆
様
の
こ

の
年
の
瀬
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

1
1

そ
れ
ぞ
れ
の
冬
：
．… 元気かい癌ｲー

し26卦
今年は初めて冬の日本海に挑戦です － ■ー －

皆
様
ご
存
知
の
通
り
三
周
年
イ
ベ

ン
ト
も
行
い
海
遊
館
は
四
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
海
遊
館
に
と
っ
て
は
四

回
目
の
冬
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
何
回
目
の
冬
で
す
か
？

四
月
よ
り
こ
の
海
遊
館
通
信
の
記
事

は
私
、
平
野
が
担
当
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
の
初
め

て
の
市
浦
で
の
冬
に
な
り
ま
す
。
他

に
も
初
め
て
だ
ら
け
の
市
浦
は
私
に

と
っ
て
刺
激
い
っ
ぱ
い
一
年
で
し
た
。

着
任
早
々
海
遊
館
通
信
の
担
当
に

な
り
、
や
は
り
海
遊
館
の
良
さ
を
伝

え
る
に
は
良
さ
を
知
っ
て
い
る
会
員

の
方
の
お
話
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を

元
に
し
た
記
事
が
い
い
の
で
は
Ⅳ
と
、

思
っ
た
私
は
会
員
の
方
の
実
体
験
を

交
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
が
こ
こ

で
大
き
な
壁
が
立
ち
は
は
だ
か
る
事

に
な
り
ま
す
。
そ
の
名
は
津
軽
弁
ｌ

ホ
ン
ト
に
始
め
の
こ
ろ
は
会
話
に
な

ら
な
い
ぐ
ら
い
理
解
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
ス
ミ
マ
セ
ン
。
そ
ん
な
初

め
て
の
津
軽
弁
と
も
最
近
は
少
し
打

ち
解
け
仲
良
く
お
話
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
（
ま
だ
ま
だ
だ
と
言

わ
れ
ま
す
が
）
。

そ
し
て
市
浦
と
い
え
ば
や
は
り
シ

ジ
ミ
。
初
め
て
の
シ
ジ
ミ
は
感
動
で

し
た
。
私
の
知
っ
て
い
る
シ
ジ
ミ
は

指
の
爪
ほ
ど
の
大
き
さ
で
身
は
だ
し

を
と
る
だ
け
で
す
。
ま
さ
か
ド
リ
ン

ク
ま
で
あ
る
と
は
…
驚
か
せ
ら
れ
ま

し
た
が
今
で
は
必
ず
飲
む
前
に
飲
ん

で
ま
す
（
笑
）
。
そ
の
他
に
初
め
て
の

寒
い
夏
、
初
め
て
の
日
本
海
サ
ー
ブ

挙
げ
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
ま
さ
に
迎
え
て
い
る
市
浦

の
冬
、
初
め
て
の
地
吹
雪
〃
皆
様
の

冬
は
ど
ん
な
冬
で
し
ょ
う
。
ス
ト
ー

ブ
に
当
た
り
な
が
ら
改
め
て
火
の
ぬ

く
も
り
そ
し
て
あ
り
が
た
み
を
感
じ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
こ
れ
も

初
め
て
の
市
浦
の
冬
の
お
か
げ
で
す

ね
。
二
○
○
四
年
も
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
海
遊
館
や
平
野
）

■ーー一一一一

ご＝＝=、
_一F一国＝ 幸

一
一
一三~で?＝二一

一

年末年始邑海遊館で！

Ｉ
１

ｌ
１
１
１
１

海遊館は年末年始も休まず営業いたします。尚12月30日、31日、元日3日間に限り、18：00迄の営
業となります。寝正月の人、里帰りの人、毎日海水に浸からないと気がすまない人、家族そろっての海遊
館でゆったりリラックスしましょう。お待ちしてま～す。

諦圏霞壷回嬉窪
☆今年もご好評の福袋が登場！元旦から3日間各日数量限定で販売致します。
・1月元日→10：00～

1月2日今13：00～早い者勝ち
1月3日→18；00～いい買い物をして、いい1年にしましょう。

移ﾗｿﾌｱﾝ暮第叩 ★タラソフアン内容（年会費：2400円）

蕊撫超薑~：難蕊斡詮
9月に発足しましたタラソファン、ご好評につき

着々とファンが増えております。たまにしか来れな
いけど、得をしたい！そんな方にオススメです。
(1年間育効）

★市浦ホームページ★
・市浦村ホームページは要チェックです。最新情報がリアルタイムでご覧になれます。
、市浦村ホームページの新着情報をクリックしてください。海遊館のお得な情報が掲載中です。

4

q
4

１
Ｉ

送迎バスは12月29日～1月3日まで休みます。

=一室ノIL= .画．－.＝一一一戸＝一一一－一一一口豆一一一

一一一輻一＝一画～一ーー宝一一一一房一一一一でマーーー

ーェュ＝-－令ﾛｰa-=--虫'巳一一 __■.－一・・唱函一‘-qJ-面=･一己へ■と~も!~一一－
一一一一一■
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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
ふ
れ

あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
も
第
二

十
回
を
迎
え
、
無
事
今
年
度
の
日
程

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

春
・
夏
・
秋
・
冬
の
陣
と
毎
年
四

回
行
わ
れ
勝
敗
を
競
い
、
沈
着
冷
静

な
試
合
運
び
で
今
年
度
は
市
浦
チ
ー

ム
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

市
浦
チ
ー
ム
初
優
勝

第
加
回
市
浦
村
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
団
体
の
部

○
優
勝
市
浦
チ
ー
ム

主
将
》
奈
良
源
悦

○
準
優
勝
太
田
チ
ー
ム

主
将
》
奈
良
良
光

○
第
三
位
十
三
湖
チ
ー
ム

主
将
雫
越
谷
金
七

◆
個
人
の
部

○
最
優
秀
選
手
賞

奈
良
毅
（
市
浦
チ
ー
ム
）

○
敢
闘
賞

工
藤
石
松
（
太
田
チ
ー
ム
）

ｏ
優
秀
選
手
賞

下
澤
ト
ヨ
子
（
市
浦
チ
ー
ム
）

丁
子
谷
サ
ダ
（
相
内
チ
ー
ム
）

＝

健康にも一役

十
一
月
二
十
二
日
出
に
市
浦
村

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
会

場
に
、
「
第
二
回
っ
が
る
小
学
生
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

西
北
管
内
の
六
チ
ー
ム
が
集
い
、

総
当
た
り
戦
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
当
村
の
長
尾
信
一
監
督
率

い
る
市
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

健
闘
し
た
も
の
の
惜
し
く
も
準
優
勝

に
終
わ
り
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

に地域ぐるみ壱青少年を寄ろう。 惜
し
く
も
準
優
勝
！

第
２
回
っ
が
る
小
学
生
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

工
藤

櫛
引

市浦村青少年問題協議会委員を委I堀

〔任期：平成17年7月31日まで〕
タ
マ

由
雄

備考

総務文教常任委員長

市浦村長（会長）

教育委員会次長

市浦小学校長

市浦中学校長

市浦分校教頭

氏
一
仙
一
榊
一
細
一
燕
一
宇
一
灘

名
一
繕
一
峰
一
睡
準
一
畦
狸

圃
砕
州
〃
》
〃
〃

（
太
田
チ
ー
ム
）

（
さ
ざ
な
み
チ
ー
ム
）

市浦村子ども会育成連合
会長

三和悦穂〃

第
一
戦

第
四
戦

市
浦
2

－

212111

111
191321
－－_‐一

1

第
三
戦

第
二
戦

石
岡
ヤ
ョ

大
間
富
美
子

県青少年健全育成推進員
(相内部会長)県青少年健
全育成指導員

白川徹〃

一
皿
川
恥
一
Ｏ
小
泊

市
浦
２

－
型
川
岬
－
０
穂
波

市
浦
２

－
》
出
唖
－
１
富
萢

市
浦
２

〃｜奈良孝博｜県青少年健全育成推進員

県青少年健全育成推進員
(十三部会長)市浦中PT
A会長

（
は
ま
な
す
チ
ー
ム
）
第
五
戦
市
浦
０
，
Ⅱ
ｕ
２
稲
煩

（
十
三
湖
チ
ー
ム
）

近藤昌浩〃

県青少年健全育成推進員
(脇元部会長）

日岡芳幸〃

市浦小PTA会長・村連
合会PTA会長

修
道

平野勝彦〃

〃

〃

’〃

トナ

相内駐在所

十三駐在所

村教振生徒指導委員

民生児童委員協議会長

少年指導協力員

畦
豊
一
雑
一
蹄
一
認

井
一
訪
一
村
野
一
藤

長
一
諏
一
種
一
越
一
佐

○
主
催
／
村
教
育
委
員
会

○
後
援
／
村
体
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

村
体
育
指
導
委
員
会

市浦村社会福祉協議会事
務局長

桑野邦夫〃

〃 奈良勝義｜地方公務員(太田部会長）
金木地区防犯指螺隊市揃
支隊長

成田武司〃

青森県子育てメイl

主任児童委員

主任児童委員

引
一
谷
一
保

塞
一
鯏
一
識

櫛
一
竹
一
安

″
一
〃
｜
″ 準優勝の市浦バレーボールクラブ
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平
成
元
年
に
浄
福
寺
か
ら
広
島
県

立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
「
大
般
若

経
」
は
、
平
成
六
年
に
同
館
文
書
目

録
に
収
録
さ
れ
た
た
め
、
広
く
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
南
北
朝

お
く
が
息

時
代
の
奥
書
を
有
す
る
「
大
般
若
経
」

の
中
の
一
巻
に
、
津
軽
十
三
湊
の
地

名
や
人
名
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
大
き
な
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
概
要

だ
け
述
べ
て
お
き
ま
す
。

し
や
通
よ
う

昔
の
僧
侶
た
ち
は
写
経
を
し
て
功

徳
を
積
む
こ
と
を
頻
繁
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
浄
福
寺
「
大
般
若
経
」
の

か
い
い
ん

製
作
に
は
中
心
人
物
で
あ
る
快
印
と

彼
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る
人
物
が
、

約
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
全
六

百
巻
を
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。
な

す
お
品
た
か
お
書
ん
じ
と
・
可
と
う

お
、
快
印
は
周
防
国
の
高
尾
山
常
燈

｜
潮
獄
割
燕
繊
饗
餓
鱈
と
は
？

今
回
は
歴
史
民
俗
資
料
館
で
公
開

あ
き
つ
ち
０
《
う
し
上
り

展
示
し
て
い
る
広
島
県
安
芸
津
町
浄

ふ
く
胆

だ
い
は
ん
腿
や
き
ょ
う

福
寺
で
発
見
さ
れ
た
「
大
般
若
経
」

（
レ
プ
リ
カ
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

'一

/＝ 一
鋪
備
淘
纏
鑿
犠
総
騒
罵
鶏
側
日
溜
且

は
じ
め
に 謹

希
篝

篭

輔
鰯

交
繼

…
一

寺
（
山
口
県
光
市
）
の
僧
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
同
書
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
「
大
般
若
経
」
は
享

徳
元
年
（
一
四
五
二
）
に
周
防
国
伊

保
庄
賀
茂
大
神
明
（
山
口
県
柳
井
市
）

に
納
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
最
終

的
に
広
島
県
安
芸
津
町
の
浄
福
寺
に

移
さ
れ
た
の
か
は
判
明
し
て
い
ま
せ

ん
。

そ
の
な
か
で
問
題
と
な
る
津
軽
十

三
湊
の
地
名
や
人
名
を
記
し
た
も
の

は
同
書
中
の
巻
三
百
九
十
九
の
奥
書

部
分
で
す
。

お
う
あ
ん

応
安
四
年
（
一
三
七
二
十
月
十叶

う

九
日
に
記
さ
れ
た
奥
書
に
は
、
「
右

ひ
つ
お
う
し
串
う
つ
が
る
と
き
み
な
と
じ
ゅ
う
ろ
好
Ｌ
か
い

筆
奥
州
津
軽
未
十
三
湊
住
呂
仏
子
快

弗
夕
？融

」
と
あ
り
ま
す
。
「
津
軽
末
」
と

い
う
表
現
は
、
津
軽
の
は
ず
れ
と
い

う
意
味
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
住
呂
」
と
い
う
表
現
か

ら
は
、
残
念
な
が
ら
寺
名
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
十
三
湊
に
ど

ん
な
寺
が
あ
っ
た
の
か
、
非
常
に
興

味
が
沸
く
と
こ
ろ
で
す
。
十
三
湊
の

南
端
に
位
置
す
る
檀
林
寺
跡
（
当
時

の
寺
名
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
）

が
最
も
有
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
十
三
湊
に
快
融
と
い
う
僧

鰯
鍵

‘麹

謹
唖

琴
P■

￥
￥

爵
・
準
．
少
唾

ｐ
田
夢
一
■
■
！
。
ｅ
■
■
’
１
‘
向

｛‘
－－

｜
お
わ
り
に

実
の
と
こ
ろ
十
三
湊
や
安
藤
氏
に

関
す
る
同
時
代
資
料
と
い
う
の
は
、

非
常
に
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
十
三
湊
遺
跡
の

発
掘
調
査
を
契
機
と
し
て
、
文
献
資

料
を
中
心
と
し
た
十
三
湊
や
安
藤
氏

研
究
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

考
古
学
や
文
献
史
学
の
双
方
の
研
究

が
進
み
、
郷
土
の
歴
史
が
序
々
に
明

侶
が
住
ん
で
い
た
こ
と
（
或
い
は
十

三
湊
が
出
身
地
で
あ
っ
た
。
）
ま
た
、

快
融
は
願
主
で
あ
っ
た
快
印
と
師
弟

あ
る
い
は
兄
弟
弟
子
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
こ
と
。
さ
ら
に
十
三
湊
に

住
ん
で
い
た
快
融
が
周
防
ま
で
赴
き
、

写
経
し
た
可
能
性
も
十
分
想
定
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
周
防
（
山
口

県
）
と
津
軽
十
三
湊
と
の
間
に
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
と
言
っ
て
よ

い
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
特
に
重
要
な
こ
と
は
、

「
十
三
湊
」
と
い
う
地
名
が
確
認
で

き
る
同
時
代
資
料
と
し
て
は
、
最
古

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

じ
し
ね
う
か
こ
ら
・
・
・
句
ふ
じ
き
わ

ち
な
み
に
、
「
時
衆
過
去
帳
」
「
藤
沢

Ｌ
し
上
り
じ
よ
う
こ
う
し

市
・
清
浄
光
寺
所
蔵
）
に
は
「
奥
土

佐
湊
」
と
記
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
「
土
佐
湊
」
と
い
う
表

記
は
、
十
三
湊
を
表
し
て
い
る
と
さ

れ
て
お
り
、
安
藤
氏
と
時
宗
信
仰
の

関
わ
り
を
示
す
貴
重
な
記
録
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
歴
史
民
族
資
料
館
で
公
開

し
て
い
る
浄
福
寺
「
大
般
若
経
」
を

I

f
"I

■

今

夕

寺』＋

＝.-J狸4,F'_岬j型

ゾ

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

一宇T一一

＃リ



必うち(9) 広報

今
や
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、
老

後
の
期
間
は
長
く
な
り
、
国
民
年
金

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
ｃ

そ
れ
に
伴
い
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
給
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に
共

通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

自
営
業
や
学
生
、
無
職
の
人
も
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
配
偶
者
も

み
ん
な
国
民
年
金
に
加
入
し
て
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

俵■鱒律
◆
も
悩
壁
ｅ
記
Ｄ

Ｂ曲

ｊ

唾

心
■
笹

年金制度'さ『ぢぜ』
私達の薑らしに

必要芯のて'しよう力’

■
社
紛
■
硯
陣

伍
旧

国
例

『 ■粧町■句けあ単灰低■浄耐 ●■

【
年
金
Ｑ
＆
Ａ
】

回
澤
窪
菫
漂

加
入
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
国
民

年
金
保
険
料
は
納
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
と
き
の

五
年
間
分
の
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す

か
？四

窪
灘
轤
驍

い
た
め
に
も
、
今
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
あ
な
た
の
納
め
た

厚
生
年
金
の
五
年
間
分
が
ム
ダ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

平
成
十
五
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
ｃ

申
告
で
き
る
の
は
平
成
十
五
年
分

の
国
民
年
金
保
険
料
の
他
に
、
過
去

の
期
間
で
未
納
や
免
除
を
受
け
て
い

た
分
を
平
成
十
五
年
中
に
納
め
た
額

が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
ご
自
分
の
国
民
年
金
保
険
料

だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
分
と
し

て
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
も
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

☆
平
成
十
五
年
の
定
額
保
険
料

・
月
額
一
万
三
千
三
百
円

・
年
額
十
五
万
九
千
六
百
円

社
会
保
険
料
控
除
の
お
知

圖
拝
む
Ｄ
ｅ
ｐ
①
ｑ
■
■
申
●
●
●
●
■
●
■
■
ｑ
申
も
ら
●
９
口
己

申 ● 白 色 ■ 色 ■ ｡ p■■■■。■C●Q●OG■■やαp■■■●■① ●旬も■凸⑧Qbp●■■甸伊むら伊■｡●●｡○凸D■らqapヶやりb"GpD

の
受
給
資
格
期
間
（
最
低
二
十
五
年
）

を
満
た
し
て
い
な
い
と
、
老
齢
厚
生

年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

何
ら
か
の
公
的
年
金
制
度
（
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
）
に

二
十
五
年
以
上
加
入
し
て
受
給
資
格

期
間
が
あ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
厚
生
年

金
期
間
が
一
年
し
か
な
く
て
も
、
そ

の
期
間
に
応
じ
た
額
の
老
齢
厚
生
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

1あなたの場合】
40歳

▼

40歳
▼

嘩
必

国民年金保険料納付
（保険料免除期間富む） ｛厚生年金加入国民年金未納

蕊⑳ 〕
未納保険料は2年前までさかのぼって納めることが
でき将来の受け取る年金額を増やすことができます。

§40歳から60歳まで国民年金保険料を20年納めれば年金を受けるための25年を満｜
§たせます。そうすれば厚生年金に加入していた5年間分の老齢厚生年金も老齢基礎｜
；年金に上乗せして受けることができます。
§……,.……,.….…….………,……………….………….…….…………..……..．

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
家
族
が

急
に
倒
れ
た
り
す
る
と
誰
で
も
慌
て

て
し
ま
う
の
が
当
た
り
前
で
す
。

で
も
消
防
署
（
二
九
）
に
通
報

す
る
と
き
は
「
ど
こ
で
、
だ
れ
が

（
何
人
か
）
、
ど
う
し
た
か
」
を
落
ち

着
い
て
は
っ
き
り
話
す
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

一
例
｝

●
何
が
起
き
た
の
か
？

「
火
事
で
す
」
「
救
急
で
す
」

「
交
通
事
故
で
す
」

●
場
所
は
ど
こ
か
？
（
目
標
等
）

「
相
内
の
○
○
で
○
○
商
店
の
隣

で
す
」

「
相
内
バ
イ
パ
ス
の
○
○
付
近
の

道
路
で
す
」

●
ど
ん
な
状
況
か
？
（
具
体
的
に
）

「
家
が
燃
え
て
い
ま
す
。
」

「
乗
用
車
同
士
の
衝
突
で
、
ケ
ガ

人
が
三
人
い
ま
す
。
」

「
父
が
風
呂
で
倒
れ
、
意
識
が
あ

り
ま
せ
ん
ｃ
」

●
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
を
教

え
て
下
さ
い
。

二
九
番
の
か
け
方

篠．
『

唖

1－~-~~~ー~一

西
北
五
地
区
に
お
い
て
携
帯
電
話

か
ら
二
九
番
通
報
し
た
場
合
、
五

所
川
原
消
防
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

五
所
川
原
消
防
署
か
ら
事
故
（
災
害
）

の
あ
っ
た
場
所
の
消
防
本
部
に
連
絡

が
入
り
ま
す
。

そ
の
後
、
消
防
本
部
か
ら
各
町
村

の
消
防
署
に
連
絡
が
入
り
、
出
動
し

ま
す
。そ

の
た
め
、
救
急
車
が
到
着
す
る

の
が
遅
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
消
防
署
の
電
話
番
号
を
登

録
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

、
‐
ノ

市
浦
消
防
署
六
二
’
二
二
九

小
泊
消
防
署
六
四
’
三
二
九

中
里
消
防
署
五
七
’
二
三
七
○

金
木
消
防
署
五
三
’
二
三
二
二

車
力
分
署
五
六
’
三
二
九

稲
垣
分
署
四
六
’
二
二
九

柏
分
署
二
五
’
三
三
九

森
田
分
署
二
六
’
二
二
九

木
造
消
防
署
四
二
’
二
一
○
一

〈
市
外
局
番
は
○
一
七
三
）

／
、

携
帯
電
話
か
ら
の
二
九
番

ﾄｰｰﾖ宰一

［
最
優
秀
賞
作
品
〕

年
金
は
あ
な
・
た
の
未
来
の
応
援
団

諺！

日
戎
旧
龍
窒
零
へ
亟
漂
語

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
、
〃
グ

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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Ⅱ
１
９
Ⅱ
９
■
、
９
口
Ⅱ
１
４
口
Ⅱ
，
‐
９
．
Ⅱ
ｌ
↑
．
Ⅱ
ｌ
申
４
８
日
０
口
０
１
‐
ザ
凸
』
■
９
‐
１
．
Ⅱ
Ｉ
６
Ａ
０
１
９
凸
Ｕ
Ｆ
Ｃ
Ａ
Ｕ
・
日
■
ロ
■
８
０
２
日
司
り
Ⅱ
■
■
ｈ
■
且
■
０
１
日
Ｕ
叶
皿
ロ
日
？
‐
９
１
０
．
４
６
９
回
り
且
■
■
日
■
■
９
６
・
■
９
９
．
Ⅱ
１
１
凸
Ⅱ
１
１
・
Ｉ
Ｉ
↑
Ⅱ
Ⅱ
中
■
０
．
ウ
ロ
Ⅱ
Ｉ

q大沼公園駐車場，
除雪鵬美l邑置協洞港

令
面

亭

軍
配

一

旬

声

唖

虜

軍

蛉

婦
酢

＝

勺
碗
幸
い
寡
軍
辱
め
岬
酋
幽
的

大沼公圃駐車場

卿難i臺画△一ヘー‐ニュー

i乍至小泊国道339号至中里吟

●コミセン

市浦中学校●

鉦
嘩
。
い
由
囚
■
鈎
助
申
《
飼
い
寺
》
わ
《
●

鰐卜駐菫ばゆめましよう

認亙屑腫認知唇
車
唾
鼻
お
い
Ｐ
》
一
彦
吟
”
■
画
武
師
画
、
ぱ
い
舜
呼
、
《
や

晩

路上の駐停車は除雪
決められた場所以外

での駐停車はやめまし
ょう。また、故障など
でやむをえず路上にお
くときは、目印に赤旗
を立ててください。

一F，一一二一Fコー

以下のとおり地区に雪
捨場を設置しておりま
す。ご利用下さい。

|R同道

信号

市沌村役場

道路に雪を捨てなし)て'下さしI【朧ﾓ漁業協同組鵠務所鋤．

や菫小泊国道339号至五所川原吟

●洗磯燭神社
●サマー

ハウス Ⅷ

【旧葛西製材所向かい･D
除雪車でよせた雪を道路に返したり、各家庭の雪を道路

に押し出したりしないでください。争至小泊国道339号至相内吟

旧
菖
西
製
材
所
●

磯
松
公
民
館
●

●圏元漁協
事務所

村道●膣元漁港

睡週日本海

作業中の鱈詞ごば30m以内に近寄らなしIご'下さしI
E旧千劃l学校グﾗ圃劃艀］ 1旧末剛i学校ヮﾗﾛコﾄ』、

除雪車は菫機械であり、前後10m
位は死角となります。また、雪の中
に混じっている砕石、ガラス等が飛

塵塞I●旧十三
小学校

仁至小泊

び散る場合もあります
で30m以内には近寄
らないようお願いし
ます。

睡翌

●
旧太田小彗校

竜鼻

鬮魏誰縞弱饗;|
担当：市浦村役場産業建設課建設係
丑0173－62－2111（内線23）

十三公民腿●●亀田商店

や至小泊

、
ノ

管
震
嘉

十
一
月
十
六
日
㈲
、
青
森

朝
日
放
送
主
催
の
「
ふ
る
さ

と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

の
審
査
発
表
会
が
青
森
保
健

大
学
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

市
浦
村
の
Ｃ
Ｍ
は
、
十
三

湖
に
生
き
る
男
の
ロ
マ
ン
を

情
緒
豊
か
に
表
現
し
た
も
の

で
す
。
宰
泉
奔
竺
十
三
の
砂
山
」

で
効
果
を
ね
ら
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
平
成
十
六

年
一
月
三
日
放
送
の
番
組
で
１

戸
、

ごみ処理手数料の改定1こついて ■

西北五環境整備事務組合西部クリーンセンター
稲垣村大字繁田字白旗11－1公46-2141

しお問い合わせ

＊おめでとう鑑
◆第131回全国商工会珠算検定試験

合格者

・2級藤田宗洸
・3級松橋敬晃
・5級田中裕仁
・6級村元孝史
・8級新岡嗣久

山
田
翔
太
ち
ゃ
ん

山
田
麗
奈
ち
ゃ
ん

竹
谷
ミ
ッ
ヨ
さ
ん

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

可燃ごみ
自同搬入
一ゆ

みI

ー

胴
一般家庭のごみ10kg当たり

事務所のごみ10kg当たり

30円

30円

改定後

50円

50円
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市浦村の人口と世帯数平成'5.11.1現在
｡慾 ｡

情報をお寄せください

ぜこ煙おし ら
蚤～役場の電話は62-2111

L"ー

罵
邑一

一

屑1
◆
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
開
始

す
る
課
税
期
間
か
ら

☆
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
、
一
、

○
○
○
万
円
（
現
行
三
、
○
○
○

万
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
ｃ

☆
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
、

五
、
○
○
○
万
円
（
現
行
二
億
円
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
個
人
事
業
者
は
平

成
十
七
年
分
か
ら
、
事
業
年
度
が
一

年
で
あ
る
法
人
に
つ
い
て
は
平
成
十

七
年
三
月
末
決
算
分
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。課

税
事
業
者
の
判
定
及
び
簡
易
課

税
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
は
、
個
人
事
業
者
の
平
成
十
七

年
分
は
前
々
年
で
あ
る
平
成
十
五
年

分
、
事
業
年
度
が
一
年
で
あ
る
法
人

の
平
成
十
七
年
三
月
末
決
算
分
は

前
々
事
業
年
度
で
あ
る
平
成
十
五
年

三
月
末
決
算
分
の
課
税
売
上
高
に
よ

り
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合

は
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
速
や
か
に
納
税
地
の
所
轄
税
務
署

長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

☆
総
額
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

課
税
事
業
者
が
取
引
の
相
手
方
で

あ
る
消
費
者
に
対
し
て
商
品
等
の
販

売
、
役
務
の
提
供
等
の
取
引
を
行
う

1■_寺ﾛ序早■D命1－一一,■＝=●q■●■卜●I●●や4ロー凸一ゅ一ロー●一口4■■■■●一■－＝－や－■一｡－の－●1■■■■●一℃一一一凸一一一▲｡■■■■●－●－｡一申一｡一心一士一心q■■■■●ﾛ■■■■し句ーゅ－句一

に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
取
引
価
一
村
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

格
を
表
示
す
る
場
合
に
は
、
消
費
税
一
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
村
一

額
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
を
含
め
一
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
一

た
価
格
を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
一
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
◆
身
分
証
明
書
が
必
要
な
届
出

け
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
一
・
婚
姻
届
・
離
婚
届

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
一
・
養
子
縁
組
届
．
養
子
離
縁
届
一

一
※
右
記
以
外
で
も
身
分
証
明
書
の
提
一

一
顔
写
真
付
の
官
公
署
発
行
の
身
分
証
一

市
浦
村
で
は
、
平
成
十
六
年
一
月
一
明
書
。

一
日
か
ら
、
戸
籍
届
出
の
た
め
来
庁
一
※
各
市
区
町
村
で
違
い
が
あ
り
ま
す
一

さ
れ
た
方
の
「
本
人
確
認
」
を
実
施
一
の
で
、
届
出
さ
れ
る
市
区
町
村
で
一

い
た
し
ま
す
。
一
ご
確
認
願
い
ま
す
ｃ

「
本
人
確
認
」
は
、
虚
偽
や
、
な
り
一
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

す
ま
し
に
よ
る
戸
籍
届
出
の
防
止
と
一
市
浦
村
役
場
・
住
民
福
祉
課

戸
籍
制
度
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
一
戸
籍
担
当
室
ハ
ニ
ー
ニ
一
二
一

め
に
、
戸
籍
届
出
の
際
、
窓
口
へ
届
一
（
内
一
○
番
・
二
番
）
一

出
に
来
ら
れ
た
方
や
戸
籍
届
書
に
記
一

祓
の
あ
る
届
出
人
の
方
に
身
分
証
明
一

書
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
一

な
お
、
身
分
証
明
書
を
提
示
で
き
一

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
届
出
の
受
一
青
森
県
統
計
協
会
で
は
、
青
森
県
一

付
は
い
た
し
ま
す
。

一
の
全
て
を
数
字
で
表
示
し
た
「
平
成
一

た
だ
し
、
身
分
証
明
書
を
提
示
で
一
十
六
年
版
青
森
県
統
計
年
鑑
」
を
発
一

き
な
い
方
や
来
庁
き
れ
な
か
っ
た
届
一
行
し
ま
す
。

出
入
の
方
に
は
、
届
書
受
理
後
に
一
青
森
県
に
関
す
る
様
々
な
最
新
デ
ー

「
届
出
が
あ
っ
た
」
旨
を
郵
送
で
お
一
－
タ
を
幅
広
く
掲
載
し
た
総
合
統
計
一

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
一
書
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
職
場
一

こ
の
「
本
人
確
認
」
は
、
平
成
十
一
等
に
お
い
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
一

五
年
度
中
に
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
一
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
求
め
く
一

だ
さ
い
。
入
荷
は
平
成
十
六
年
二
月

頃
の
予
定
で
す
ｃ

◆
価
格

一
冊
四
千
五
百
円
（
税
込
み
）

◆
申
込
期
限

平
成
十
六
年
一
月
九
日
鰯

▼
お
問
い
合
わ
せ

市
浦
村
役
場

総
務
課
・
企
画
財
政
係

壷
六
二
’
二
二
一
（
内
線
一
九
）

r一二一、

こ
こ
数
年
の
利
用
者
の
大
幅
な
減

少
等
に
よ
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
吉

野
ス
キ
ー
場
を
し
ば
ら
く
の
間
、
休

み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

*（）内は前年｡累計は1月から｡速報値のため後日変更することがあります。

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1,153 1,156 403

桂川 57 57 21

太田 238 238 82

脇 元 500 500 199

磯松 283 283 106

十三 784 782 266

計 3,015 3,016 1,077

＝
６
０
画

＝二三
P

孫
雲
二匹

や
り

ま
■■

9
』且

一
宮

エゲ

ス
÷

、
１
場
を
体

止

発
生

死
者

傷
者

11月中

793件
(-64）

14人

(＋5）

999人

(-93）

年累計

8,237件
(＋5）

90人

(－6）

10,369人
(-36）

死
者
の
状

飲酒 迩 転 に よ る 死 者

高齢者の死者
～65歳以上の人～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者

非若用死者

’
蒲用していれば助
かったと思われる人

10人

<－2）

39人

(－3）

46人

(＋1）

20人

(－3）

8人

(－4）
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雨
郁
ソ
フ
ル
エ
ン
械
鰯
主
慰
侭
燃
】

あ
っ
と
い
う
間
に
、
冬
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
流
行
す
る

の
が
、
カ
ゼ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

す
。

い
ま
だ
カ
ゼ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
は
誤
解
が
あ
る
よ
う
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
普
通
の
カ
ゼ
と

同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
も
ま
だ

ま
だ
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
度
別
表
の
「
質
問
票
」
で
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
た
だ
の
カ

ゼ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力
の

強
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が

体
内
に
入
る
こ
と
で
起
こ
る
感
染
症

で
す
。
軽
い
も
の
は
、
カ
ゼ
と
の
区

別
が
つ
き
に
く
い
の
で
す
が
、
症
状

が
重
く
爆
発
的
な
流
行
を
起
こ
す
の

で
軽
視
は
禁
物
で
す
。

○
急
に
現
れ
る
三
十
八
～
四
十
度
の

高
熱

健康
'

－

一
一
一
一
一

Nol66

○
筋
肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症

状
○
悪
寒

○
頭
痛

○
倦
怠
巻

◆
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
子
供
等

で
菫
症
化
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
子
供
で
は

脳
炎
等
、
高
齢
者
で
は
肺
炎
と
い
っ

た
命
に
関
わ
る
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
ｃ

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
墓
本

は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
最
も
効
果
的

な
予
防
法
は
、
流
行
前
の
予
防
接
種

で
世
界
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
○
○
％
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
発
症
し
て
も
重
症
化
を
防

蒙質問票|溌齋闇蕊ゞ I
Ｇ

■

‐

凸

■

且

号

０

‐

□
□
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□
□
口
一

インフルエンザを

たかがかぜと思っている

インフルエンザにかかっても

死ぬことはない

インフルエンザが冬に流行する
わけを知らない

インフルエンザを予防するには
マスクをするのが一番大切だと思う

去年､インフルエンザの予防接狐を
受けたので､今年も大丈夫

治撤は初期対応が大切だ
ということを知らない

；
’
’
１
１
，
１
‐
‐
‐

■
、
ク

写効
果
が
出
る
の
は
、
予
防
接
種
を

受
け
て
か
ら
二
週
間
、
持
続
効
果
は

約
五
ヶ
月
位
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で

き
れ
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
十
二
月
中
旬
ま
で
に
受
け
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
？

と
思
っ
た
ら
早
目
に
受
診
し
ま
し

よ
う
。

自
己
判
断
で
以
前
処
方
し
て
も
ら

っ
た
薬
を
飲
む
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

初
期
の
段
階
で
の
適
切
な
服
薬
が
最

も
効
果
的
で
す
。
早
目
に
受
診
し
ま

－
し
卜
李
や
ヘ
ノ
○

ぎ
死
亡
者
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

防
鱈
種
の
効
果
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お
誕
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や
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ご
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婚
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（
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サ
ナ
（
磯

ク
ニ
（
相

ツ
エ
（
十

つ
ゑ
（
磯

愛
子
（
相

ヌ
イ
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脇

太 恥
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磯
松
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政
彦
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内
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秀
之
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「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
煙
突
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
来
て
く
れ

る
」
そ
う
思
っ
て
い
る
子
は
何
人
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
を
信
じ
な
く
な
る
の
は
い
つ
の
頃

か
ら
で
し
ょ
う
か
。

私
と
し
て
は
、
い
つ
ま
で
も
夢
の

あ
る
子
で
い
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。さ

て
、
今
年
も
あ
と
少
し
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
取
材
で
は
、
今
ま
で
出
た
こ
と

の
な
い
イ
ベ
ン
ト
等
に
た
く
さ
ん
出

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
取
材
の
先
々
で
、
何
度
も
胸

が
ジ
ー
ン
と
熱
く
な
る
シ
ー
ン
に
出

会
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も

紹
介
し
ま
し
た
が
、
中
学
生
の
ふ
れ

あ
い
セ
ミ
ナ
ー
、
関
東
地
区
ふ
る
さ

と
市
浦
会
、
成
人
式
等
、
そ
れ
は
み

な
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
感
動
を

生
み
出
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
母
と
子
、
生
徒
と
先
生
、
園
児

と
保
育
士
、
祖
父
母
と
孫
、
そ
し
て

同
郷
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
。
ど

れ
も
す
ば
ら
し
い
ふ
れ
あ
い
が
あ
り

ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
ふ
れ

あ
い
に
接
し
感
動
に
出
会
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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⑥
③


